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1.緒
iゴi:←オは，アrlJ ドドγツーリズム者三切り口と
した都市・地域版興の可能性lこついて重要性が
増してしることを明らカ仁Lた.また滋賀県市
では20141，1古も観光振興;乙士全国・世界か
二琵琶湖への観光客を描隼してお札その事業
の つ;こピ、ワイチサイクリングを打f=:i1主している.
しかし，滋賀県;土観光に関する名種調査の
I{J県順位では、下位に低迷しており，観

え地としでの認知j支は高いとは吉えない.

そこで本研究は， ヒワイチサイクリングに
おける景観評価点ゐら， Iピワイチj特有の景
観特性を明ら九、にすることを I!的と
る寄
2島研究方法
本研究ハ大学5名(男 f三:3名，
三名)を対象とした.また，ね究

る手法どして，被験者自身
1桁端末機…ご写真投影1)を
た撮影地 rJ)ポイ/ト }タ

と被験汗のブィード、メ ノートを

参考に，探索的な分析な寸，1.

3. 結果と
得られた将牧)写真データとブ
ィー f.;パック/ートを基に，景観カ
テゴリ、日IJに写真の分類を行った.
分類.(土，杉本 4)の観光者の視覚的体

験情報に児二九、た回避空間の評価の研究

用いちれたチ真データの分類方法主宰今に

した.分棋は!濯 lのフローに従った.
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匝i景ヤ ~iJ の 7 ロー寝(杉本 v 写真万票と 草者が摩正、

分類し Jヒ法観~~Z価の分イfjを，間三，斗
ノ長す.図2か'_)， {4fj ~じl11i f黄門見通しのいい空
間が広がっているた札‘自然資源、を跳空し

やすい環境にあることら‘空間的広がり
の対象は， I堺北へ北上する;二つれ景観評価
が多くなる傾向があ/，七また 3 関 3か()

fりj{J時な主興味対象による景j在日，'i'i'fi面は全体
， .-散布しているが，湖北地は景観評
価が行，ごかった 要国としてて

湖周地域は，都市化してし、ることによ

通量も多く，景観と被験者との距離が近く

なるこ Lわら，湖北の保な空間に忌観を
えた山然景観ではなし構造物や温二理縮

設など，明確な主興味対象を景観資源とし
た景観評価を行う傾向が多くあった.
また，竹本ら 5)は，自転がでの観光開i2¥i

は，歩行者と同じ程度に認知，もしくはそ

れ以上に認知 L でいろ ~jfべていることか
ら，豊富な歴史的景観資源を有する南;lJj特
有のサイクルツアーも必要であろう.' Ji/〉一ー

'12 'E照的~> (t i 1::<) 川品約な主興特別象 ;J分布i迅

4. まとめ
ブ

ところ， I一ヒピピ、子、ワイチj にお:げTるごニ唱一ズズ省の l
っとして，見通しの良い自然来観を疾老す
る舟iた!謀にある. ゾj，I有j拐では，'J;<; 1m的景
観日?と{d!ij;) i Jわれな;うりたことヵ、ら，被験者
内問える;ゴ:観との距離が，感じろ1魅力や興

味に影響していた.
J IIlJ・ふ与」記長大
い赤沢勝洋(2011 . '-1/ !7~rY~~i 必を用い7工観光地の空間イ
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